
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野生いのししにおける豚疾病抗体保有状況 
ー豚熱だけではない 、 「 いの し し 」 か ら 「 豚 」 への感染 リス クー 
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中信家畜畜産物衛生指導協会 
TEL：0263-47-6789 

令和４年(2022 年) ６月 15 日 ＜No.４＞ 

お問い合わせ：西村悠美子(担当、保健衛生課) 鈴木 健太・伊藤 唯(病性鑑定課) 金子文大(家畜防疫対策室) 

※ 豚丹毒とトキソプラズマ病は、人獣共通感染症です。 
飼養豚への感染源になるだけでなく、ヒトへの感染の可能性があるため、 
いのししの取り扱いや、いのしし肉を食用に供する際は注意が必要です。 

トキソプラズマ病 
180検体中 
12検体で陽性 
(北信・長野・松本 

諏訪・南信州地域) 

 

対策： 
猫を舎内へ入れない 

※ 

オーエスキー病 

168検体全て陰性 

PRRS 

140検体全て陰性 

豚 丹 毒 
190検体 

全て陽性 

(県内全域) 
 

対策： 
ワクチン接種の徹底 

※ 

●抗体陽性 〇抗体陰性 

国内で 26 年ぶりに発生した豚熱は疫学調査結果から、豚熱ウイルスが野生いのししから

飼養豚へ感染したと言われています。 

県内で 2020 年 4 月から 2021 年 1 月の期間、捕獲または死体で見つかった野生いの

ししについて、４つの豚疾病の抗体保有状況を調査したところ、豚丹毒、トキソプラズマ病で

抗体陽性が確認されました。特に豚丹毒は検査した全てが抗体陽性であり、野生いのししか

ら飼養豚への感染リスクは高い状況にあると考えられます。 
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引用：JVMS (doi.org/10.1292/jvms.22-0035) 


